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乳児からの遊びと環境を考える 
 
長澤 貴1、白前 伸佳2 
 
要旨 
 今回の「保育所保育指針」の改訂では、乳児期の保育の重要性が示されるとともに、乳
児期から小学校段階への連続性を考慮する必要性も示された。また、幼児期における保
育・教育において、こどもの自主性を尊重したり、またこどもの安全を考える際に環境構
成が重要となる。本稿では、乳児期からのこどもの遊びを支えるための環境構成につい
て、白前が行ってきた実践をまとめる。 
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１．はじめに 
 近年、就労などで０歳児から保育園への入園希望する保護者が増えてきている。また、
核家族化や親の思いから、祖父母に頼らず、自分たちだけで子育てを頑張ろうとする親が
増えている。一昔前までは、小さいうちから保育園に預けてかわいそうと言われていた。
しかし、最近は、子どもたちは保育園で一人一人に応じた保育をゆったりと受け、親は子
育てに追われるばかりでなく、社会に出ながら元気に子育てをする時代になっている。そ
のことから、この世に生を受けて一年に満たない子どもたちが長時間過ごす保育園のあり
方が、その子の人間性にとても重要になる。 
長時間保育園に預けるといっても、親は子育てから逃げているのではなく、親はみな、
わが子が愛しく大切に思っている。保育者は、その思いを十分受け止め子育てに不安を持
っている親を支援していく必要がある。そのためには、園での子どもの遊びの様子や食事
の様子などを、教える目線からではなく、共に育てる意識を持って気軽に話し合える関係
を作っていく必要がある。 
そこで、本稿では、「大好きな先生がいる」「保育園は楽しいところだ」と、親も子も思
い、保育園の長い一日を安定した気持ちで過ごせるように、乳児期に培った能力を幼児期
につなげていける子どもを取り巻く園の環境と遊びについて考えていきたい。 
 
 
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
2 明和町立みょうじょうこども園園長  
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２．様々な場面や年齢における環境について 
2.1.朝の迎え入れ 
朝、登園してくる乳児クラスの子どもたちは、睡眠状態や朝食の食べ具合、排泄や庭で
の家族のかかわりや、テレビ視聴していて途中で切られたなど、親にとってはささいなこ
とで、機嫌が悪くなり、泣いてその時の気持ちを訴える。眠いのだろう、いつも泣くから、
などの安易な受け止め方でその場を済ませてしまう可能性もある。子どもが泣くのには、
理由があるの。その理由を理解することが、愛着関係へと繋がる。 
朝の出会いの時、保育者が子どもや保護者に「待っていたよ」という雰囲気であたたか
く迎える。自分を待っていてくれた、暖かく迎え入れてくれた気持ちは、安心感と、自己
肯定感へと繋がっていく。保育者が、子どもだけでなく、親にも話しかけ、楽しそうに会
話していると、子どもはしゃべっていなくても親に抱っこされたまま、その楽しそうな会
話に気持ちが加わっている。大好きな親が、保護者と楽しそうに話していると子どもは保
護者に対して安心し、信頼関係へと繋がっていく。 
2.2.朝、個人の持ち物を整理する 
朝のうちに子どもの持ち物を用途に合わせて分類しておくと、保育者自身も気持ちに余
裕ができるので、子どもとゆったりと関わることができる。 
 
 
 
 
 
 
2.3. 部屋の中の環境として 
2.3.1 ０歳児 
肌触りの良い素材を使った床や、つかんだ時に暖かみのある木の素材などは、暖かさが
あり、子どもの表情も柔らかくなる。また、ちょっと入る空間や柔らかい段差、つかまり
立ちが出来る台など、子どもが自然に物と関わり、「できるかな」「やってみよう」「やった
ー」「できた」が何度でも経験できるように、領域に繋がる発達の３つの視点に繋がるよう
にと考える必要がある。 
 
 
 
 
 
 
つかまり立ちできるよ  
エプロン入れ  着替え入れ  
トンネルくぐって  いないいないばぁＢＯＸ 
絵本入れ 
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事例「はいはいお山のてっぺんにのぼれたよ」  
１歳になったばかりのＭちゃんは、まだ歩けないが、ハイハイとつかまり立ちで部屋
を自由に動いている。そんなＭちゃんがハイハイお山に登り始めた。ハイハイお山と
は、マットでできただんだん高くなるお山。下からハイハイをして、てっぺんに着いた
ら腕に力を入れて踏ん張って足をぐっと前に出して座わった。「すごいだろう」といっ
た表情。先生がＭちゃんを見て笑顔で「すごいすごい」と言うと、満足そうに笑顔にな
り、その後、足を回転させて後ろ向きになってハイハイで下へ降りていった。 
ハイハイでお山を登ることは、いつもと違う足の動きが必要である。また、バランス
の取り方や腕を上に持ち上げること、そしてだんだん高くなる緊張感と、マットのクッ
ション性など、色々な感覚が育つ。そして、先生の応答的な受け答えで、Ｍちゃんの喜
びもさらに大きくなり、人と関わることが嬉しくなる。さらには、また、やってみよう
という、意欲へも繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3.2 １歳児 
1 歳児は 24 人と人数が多いため、活動や子どもの様子で、仕切りで半分に分けたり、廊
下やテラス、遊戯室や遊びコーナー等にわかれたりして、ゆったりと過ごせるようにする。
クラスの人数が多いと、いくら保育者が人数にあった割合で配置されていても、同じ空間
だと子どもが不安になったり、おもちゃなどが散らかったりして落ち着かない。また、「自
分でしたい、」と言う気持ちが芽生えて来るので、オムツや着替えなどが自分で出せるよう
に、わかりやすいマークを付けるようにすると、自立心が育つ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハイハイお山とハイハイお山からボールプール 
1 歳児の部を仕切るサークル  
ちょっと入る箱  
 
オムツ入れ  靴下入れ 
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2.3.3 ２歳児 
２歳児になると、自分の好きな玩具が置いてあるいつもの場所や玩具の片づけがわかり
やすいと片付けも安心して磨るようになる。自分の座る場所や持ち物を置くところにマー
クをつけると喜んで自分の持ち物をマークの所へ置くようになる。 
しかし、まだ自分の物と人の物の区別がつかない子や、自分の物がわかっていても人の
物を使う子や、好きなマークの所へ置く子もいる。間違えても大丈夫という雰囲気を大切
しながら、自分で置けたこと等を喜べるように関わっていくことで自ら行動しようとする
態度が養われる。 
 
 
 
 
 
 
2.3.4 ３歳児 
この頃になると、自分のことは自分ですることが増えてくる。先生の話を聞くだけでな
く、周りの友だちの様子を見て判断したり、マークや印を見て考えたりもできるようにな
る。また、生活の流れの中で簡単な約束事がわかりやすく表示されていると安心できる。 
 
 
 
 
 
 
2.3.5. ４，５歳児 
この年代になってくると、当番表を確認したり、友だちと一緒に積み木で自分たちの空間
を作ったりできることで安心し、保育者が側にいなくても困った時は来てくれる信頼関係
のもとで、主体的に行動する。また、責任を持って仕事をするための物がわかりやすく置
いてあることも、主体的に安心して行動し、自立心へと繋がる。 
 
 
 
 
 
 
いつもの場所のおもちゃ マークの付いている自分の場所  
出席ノートを入れ
る 
3 歳児上靴置き
場 
空き箱で遊ぶ物を作る  
鼻かみ用ゴミ箱  
おすしやさんごっこ  積み木で家を作る  
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2.4. ０，１，２歳児の環境で気をつけること 
まず、一番気をつけることは、危険な場所をなくすことである。この時期の子どもは、
頭が大きくて不安定であり、また、思った所へすぐ行ってしまう。０，１，2 歳児は部屋で
もよく転び、物にもぶつかる。できるだけ、保育者からの死角をなくし、複数の保育者で
クラス全員の子どもが見られるように、保育者同士が連携を取り合うことが重要である。 
また、子どもの身長や動きから怪我が予想される物にはガードシールを貼ったり、マッ
トを敷いたり、カバーをつけたりして、怪我を予防することができる。０歳児が乗る乳母
車は、ベットカバーを敷き、乗せる時は必ず 2 人態勢で、乳母車を持つ人、抱っこして乗
せる人など役割を決めることも、子どもの活動をスムースにする。 
どれだけ良い遊びをしていても、大きなけがや命にかかわる重大なことがあってはなら
ない。家庭の大切な子どもを預かっている意識を常に持って、子どもの命を守ることを大
切にしていきたい。そして、年齢が上がるにつれて、自分の命は自分で守ることを教えて
いく。幼児期の小さなけがは、危険なことに気づいたり、自分の身を守ろうとしたりする
力になる。 
 
 
 
 
 
 
 
2.5. 人と人を繋げる遊びから 
事例 ０歳児のわらべうた遊び 
   保育者が、Ａちゃんに「いちりにりしよか」と声をかけるとＡちゃんは、嬉しそう
に仰向けに寝転がった。先生は寝転がったままのＡちゃんの側へ行って体を上から下
へさする。そして、Ａちゃんの方を見ながら、「いちり、にり、さんり、こちょこちょ
こちょー」とすると、Ａちゃんが声をあげて笑う。そして、すぐ、２回目を要求する
表情で保育者の顔を見る。３回ほどしていると、それに気がついたＳちゃんもやって
きて、隣にゴロンと寝て保育者の方を見て、期待の表情をしている。後から来た子も、
先生の側へ行ったら必ず同じことを保育者がしてくれることを知っている。 
 
いつもそばにいてくれる大人が自分を受け入れてくれることで安心し、わらべうた遊び
で触れ合い、あとから来た子も笑顔になる。子どもの笑顔とわらべうたのメロディーで子
どもも大人も心がなごみ、気持ちが良くなる。わらべ歌は、歌詞やメロディーが心地よく、
人の顔が見たくなる、安心できる、そんな遊びである。 
0 歳児乳母車  ロッカーのガードテープ 各部屋のドア  
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2.6. ０歳児の異年齢との遊び 
家庭では、異年齢と関わる機会の少ない子もいるが、こども園では、各年齢が遊びの内
容に合わせて色々な年齢と交流する機会がある。初めは、意図的に保育者が機会を作るよ
うにするが、慣れて来ると、お店屋さん、ダンス屋さん、お化け屋敷屋さんなどを部屋で
準備したり、作った物やプレゼントを渡しに行ったり、また、園庭で自然に集団遊びをし
たりなどしてかかわり、自分より年齢の大きい子や小さい子を知り、同年齢では味わえな
い事を学んでいく。０歳児は、まだまだ小さくて、自分から他の年齢とかかわることはあ
まりないが、年長児が、部屋へ来て、０歳児に合うように遊んでくれることがある。人見
しりの激しい子どもで、大人を見て泣く子も、子どもたちとは笑顔で遊ぶ。子どもの笑顔
は子どもを安心させる。 
 
2.7. ０歳児の砂遊び 
よちよち歩き始めた０歳児は、外へ出ると、少し歩いては立ち止まる。しゃがんで、砂
に気がつくと、砂をたたいたり、なでたりする。ペタンとお尻を地面に付けても砂はお尻
に心地よく、手元にある砂は、触れられる。暖かい日の砂は暖かく、冷たい日の砂は冷た
い。そんな気温の変化も感じることが出来る。砂を手でつかんだり、手から落としたりす
ることもできる。０歳児は沢山の子どもがいる砂場にわざわざ行くより、自分が歩いて立
ち止まった場所の園庭の砂で遊ぶ方が、落ち着ける時もあるので、見守ることも必要であ
る。また、すぐ、道具を渡して遊び方を教えるのではなく、まずは思うままに、砂の感触
を楽しむことが重要である。 
 
 
 
 
 
１．２歳児の砂遊びでは、容器の中に砂を入れて、先生に食べてらうことを喜ぶ。１歳
児では、「どーぞ」「あむあむ」「おいしいわ」の繰り返しで子どもは笑顔になる。嬉しくて、
何度も先生の所へ持ってくる。 
おおなみ こなみ  いちりにりさんり 
0 歳児の砂遊
び 
1 歳児の砂遊び 2歳児の砂遊び  
かえるのうたがから  
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２歳児になると、「ごはんできました」「カレー食べて」となど、容器にいれた砂に名前
がついてくる。2 歳児になると、砂場だけでなく少し離れたハウスやテーブルへ作った物
を並べ、レストランやドライブスルーなどが始まる。 
３歳児になると、友だちと一緒に○○ごっこのために作ったり、お母さんやお姉さん等
の役になったりして遊ぶ子もいる。 
入園したばかりの頃、不安で泣いてしまう 3 歳児だが、部屋の中ではなかなか泣きやま
ない子も、外へ出て砂遊びを始めると、気持ちが落ち着き、砂に触れて遊んでいる間に笑
顔になったり、夢中になって遊び始めたりする。丸めたら固まる、手のひらからサラサラ
落ちる、また、穴を掘ったり、山を作ったり、先生とトンネルを掘ったりと、砂は、思い
通りに形が作れて安心できる素材なのかもしれない。また、何度でも作れる、作る楽しさ
と、壊れる楽しさ、作りながら人と触れ合う楽しさ、流れたり、固まったりなど、発見す
る楽しさなどを飽きることなく与えてくれる遊びである。 
 
2.8. ３，４，５歳児への継続として 
環境は、今、生きている自分を取り囲むすべてのものと考えられる。人、空気、景色、
そして、それに生きていくのに必要な事が加わる。その一つひとつをその子の今に合わせ
て考えることは大切だが、常に適した物を提供できる物ではないしそうする必要もない。
なせなら、その時その時によって環境は変化していくものだからである。 
園での環境の中には、変化しないから安心できることと、子どもの発達や状況によって
変化させていく必要のあるものを、保育者が見極めていく必要がある。そしてそのために、
担任は、一人一人に合った個人指導計画を作成する。そして、日々の保育を振り返り、子
どもの内面や関わり方を考え、職員同士共有し合うことが大切である。 
０,１,２歳児のクラスは、保育者が複数の場合が多いので、職員間の連携が、とても大
切になってくる。職員間が良い人間関係を築き、ゆったりとした自然な雰囲気をかもしだ
していくことを常に意識していく必要がある。早朝から遅い時間まで、保育園で過ごす子
どもにとって、保育室の環境と保育者のかかわりはその子の育ちに大きく影響する。乳児
期にどれだけ安心して過ごせたか、自分を出して過ごせたか、人と良い関係が作れたか、
が本当に大切になってくると考えます。人のことが好きになれる子、そして自分の事が好
きになれる子、それが、人として本当に大切なことと考え、生きていくことが好きになれ
る子を育てるために、まだまだ考えていかなければならない。 
 
参考文献 
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Play and environment in infancy 
 
Takashi NAGASAWA，Nobuka HAKUMAE 
 
Abstract 
The revision of the "nursery school guidelines" indicated the importance of 
nursing at infancy and also indicated the necessity to consider continuity 
from the infancy stage to the elementary stage. Also, in childcare and 
education in early childhood, environmental conditions are important when 
respecting the autonomy of children, and considering the safety of children. 
In this paper, we summarize the practices that Hakumae has done on 
environmental conditions to support children's play from the infancy 
period. 
 
Keyword 
Environmental composition, infancy, play 
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